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研究成果の概要（和文）：　　本プロジェクトは、時制句の大人の文法と幼児の文法について、日本語と他言語
を対照的に記述的・理論的に検討し、世界の多くの幼児言語に広くみられる主節不定詞現象が、時制の未指定な
段階、あるいは時制句（ならびにその下の構造）が刈り取られているとする先行研究に鑑み、それが日本語など
アジア言語においても見られることを提案し、その相同と相違を明らかにした。生成文法理論（ミニマリスト理
論）において再分析し、その時期が、併合はできるがラベリングにおいて未指定な段階であると提案した。
 　研究成果は口頭発表、研究論文、ならびにより広い層の読者に向けて『日本語文法ハンドブック』として開
拓社から出版した。

研究成果の概要（英文）：The project investigated the syntactic properties of tense in both Adult and
 Child languages in Japanese and other languages. We focussed on the Root Infinitive stage that very
 young children speaking European languages such as Dutch, French, and German produce at around age 
2, and proposed, based on the descriptive and theoretidal study, that there is a Root Infinitive 
Analogue stage in Japanese and some Asian languages such as Chinese, Hindi,and Korean.  We argued 
that the mimetics and "Verb stem + ta" form are the surrogate infinitive formｓ in Japanese and 
those early verbs are associated with the properties specifically found in European Root 
Infinitives. Furthermore, we analyzed the intermediate stage of language acquisition under the 
Minimalist theory, and proposed that the Root Infinitive Stage is the stage where the merge, part of
 Universal Gramamr, is availble, though labeling is still in undercostruction. 
 
   

研究分野： 心理言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究代表者（村杉（齋藤）恵子）は、生
成文法的アプローチにより、主に日本語を母
語とする幼児の対象とした独自の記述的研
究に基づき、対照言語学的視点から日本語を
母語とする幼児の獲得過程を分析し、普遍的
特性と言語間変異の可能な範囲を定める制
約の範囲について検討し、その成果を（国際）
学会や学術誌に発表している。 
 
 特に時制句については、前回の科研プロジ
ェクトにおいて、記述的研究を進めており、 
Childes の分析や縦断的研究をまとめている。 
 
 本プロジェクトは、前回の科研プロジェク
トにおいて得られた成果を更に記述的にも
理論的にも発展させるものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本プロジェクトは、幼児の初期文法に関し、
大人の文法を射程にいれて、時制句を中心と
して、統語構造が、いつ、いかに、そしてな
ぜ獲得されるのかに焦点をあて、併合と格、
素性の観点から理論的実証的研究を行うこ
とを目的とする。 
 
  本研究は、まず、記述的に、主節不定詞現
象が、ヨーロッパ諸語の幼児言語のみならず、
日本語をはじめとしたアジア諸言語におい
ても観察されるのか否かを詳細に検討する
ことを目的とする。 
 
 そのうえで、それらの記述を一般化し、世
界の多くの幼児言語にみられる「時制を欠い
ているようにみえる主文内の動詞」（主節不
定詞現象）の形式と意味に関して相同と相違
について整理する。 
 
 さらに、上記の記述と一般化に基づいて、
なぜ、主節不定詞現象が幼児言語にみられる
のかについて、理論的に考察する。特に生成
文法理論において、併合とラベリングを普遍
文法の一部であると仮定するミニマリス仮
説のもとで、主節不定詞現象の段階が、どの
ような段階として位置づけられるのか、それ
は言語の多様性を説明するためにどのよう
な位置づけをもちうるのかについて分析す
ることを最終的な目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
言語理論研究の記述的妥当性を満たすた

め、複数の言語における言語獲得の中間段階
の文法を、文献研究、コーパス分析、ならび
に独自の縦断的研究から精査し、言語間の相

同と相違について記述的に明らかにする。 
 
その上で、一般化をたて、その記述と一般

化の背景にある普遍文法について、時制句に
関する特性を言語獲得と文法理論の両面か
ら検討する。特に時制の特性を欠くと考えら
れている主節不定詞現象に焦点をあて、言語
獲得の中間段階が何を示しうるのかについ
て、理論的に考察する。 

 
それらの成果を生成文法理論の中でもミ

ニマリスト理論を検討し、そのもとで、幼児
言語の中間段階の特徴について分析を試み
る。普遍文法の一部であるとされる併合とラ
ベリングの獲得がいつ、どのように、そして
なぜなされ、それは、世界の言語の大人の文
法の多様性をどのように説明しうるのかに
ついて、言語獲得から言語理論へ貢献できる
ところについて考察する。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究は、本研究以前の研究成果とあわせ
て、ヨーロッパ言語を中心とした獲得研究に
おいて主節不定詞現象と称される時制句の
『刈り取られた』（未指定な）段階が、アジ
アの諸言語にみられることを、記述的理論的
に論じた。 
 
  特に主節不定詞現象は、世界の幼児言語に
おいて形態的に三種類に分けることができ
る（不定詞、裸動詞、代理不定形）とする記
述的な提案は、言語理論のみならず、類型論
にも意義を担う成果であるといえる。 
 
 さらに、本研究の最終年度には、主節不定
詞現象の見られる中間段階に焦点をあて、そ
れについて生成文法理論（ミニマリスト理
論）の枠組で再分析を試みた。その結果、主
節不定詞現象の見られる時期には、英語を母
語とする幼児において、冠詞が産出されない
特徴がみられる一方で、同時期にスクランブ
リングが見られることがあることを指摘し、
その段階が、幼児言語において、併合は獲得
されているものの、ラベリングについては、
いまだ未指定の部分が残されている可能性
を指摘した。 
 
 また、（疑似）主節不定詞として日本語に
おいて産出されると思われる擬声語・擬態語
の特徴についても、詳細に分析した。擬声
語・擬態語を、なぜ、幼児は自発的に、親と
は異なる形式で、言語獲得の初期の段階で多
用するのかについて、記述的理論的分析を試
みている。さらに、この擬声語や擬態語が「す
る」を伴ってあらわれる大人と幼児の両方の
動詞の構造についても分析を試みた。 
 
 これらの成果は、次の科研プロジェクトに



もつながるものであり、引き続き、本プロジ
ェクトの内容を検討しつつ発展させていく
予定である。 
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